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＊視察訪問先（予定）紹介＊ 

●Bellevue Hospital Center 
マンハッタンにある都市型病院の増改築。マッキム･ミード･
ホワイト設計の歴史ある既存施設に I.M.ペイ事務所が果敢
に挑んだ秀作。 
●Smilow Cancer Center  

イェール大学付属病院の癌センター。当センターの計画に合
わせ、病院機能を効率的に再統合している。設計は東部の名
門事務所シェプレー･ブルフィンチ。 
●Kings County Hospital Center 

ブルックリン地区の中心にあり、低所得者層の患者が多い病
院の増築。低予算、厳しい建築規制の条件下で行われたもの。
設計は SOM。 
●McMaster Medical Center 

  約２２ｍの大スパンの空間を連続させ、高いトラス梁を ISS
として設備階とし、増改築に備えた 40 年前の病院のサステ
ナブルの状態と、徹底した SPDを見学する。設計はゼイドラ
ー設計事務所。 
●Brigham and Women’s Hospital 

ボストンにある著名な病院。手術部にアンギオや画像機器を
融合した計画。この種の構成でも最も斬新な計画。設計はペ
イエット事務所。 
●Payette Associates Inc. 

   ボストンに事務所を構える。医療施設や最先端の研究施設
などの設計で有名な事務所。大規模コンプレックスを低層展
開させ、連続する美しいライトコートで構成したアガ・カー
ン大学病院（パキスタン、カラチ）は世界的に有名。 
●Leonard Florence Center for Living 

米国上院財政委員会が 2009 年に可決したオバマ医療改革で
推奨された「グリーン･ハウス･モデル（我が国のユニット・
ケアー）」で計画され、都市部での実現第一号と認定された
高齢者施設。設計はディメラ・シェーファー事務所。 
●B3C at MGH 

ハーバード大学の教育病院であり、米国を代表する病院であ
るマサチューセッツ総合病院が創立後 3 世紀目に入ったこ
とを記念して行われた増築計画。設計は、NBBJ のニューヨ
ーク事務所。 
●Perelman Center for Advanced Medicine 
陽子線治療施設などを含んだペンシルベニア大学病院の高
度診断治療施設。設計は、パーキンス・イーストマン事務所
と東京フォーラムで有名なラファエル・ヴィニオリ事務所の
JV。 
●Penn State Hershey Medical Center 
ペンシルベニア州立大学医学部付属病院の癌センター。効率
的なトランスレーショナル・リサーチ実現のため、従来の「部
門的発想」を捨て、臨床と研究の新しい関係を模索した意欲
作。設計はペイエット事務所。 

 ＊日程表＊ 

 月日（曜） 都市 現地時間 交通機関 摘要 食事 

1 

9 月 

17 日 

(土) 

東 京 (成 田 )発 

 

ニューヨーク着 

午後 

 

午後 

航空機 

 

専用バス 

 

空路ニューヨークへ 

****************日付変更線通過************** 

着後ホテルへ 

夜：食事会 

<ニューヨーク泊> 

機 

機 

× 

D 

2 
18 日 

(日) 

ニューヨーク   終日：ニューヨーク建築自由視察 

 

<ニューヨーク泊> 

B 

× 

× 

3 
19 日 

(月) 

ニューヨーク  

 

 

専用バス 

 

午前：Bellevue Hospital 

午後：Yale-New Haven 

<ニューヨーク泊> 

B 

× 

× 

4 
20 日 

(火) 

ニューヨーク 

ニューヨーク発 

バッファロー着  

 

夜 

夜 

専用バス 

 

午前：Kings Country Hospital Center 

夕刻：バッファローへ移動 

夜：着後ホテルへ 

<バッファロー泊> 

B 

× 

× 

5 
21 日 

(水) 

 

バッファロー発  

ボ ス トン着 

 

午後 

夕刻 

専用バス 

 

航空機 

午前：McMaster Medical Center 

 

着後ホテルへ 

<ボストン泊> 

B 

× 

機 

6 
22 日 

(木) 

ボ ス ト ン  

 

 

専用バス 

 

午前：Brigham and Women’s Hospital 

午後：PAYETTE 

<ボストン泊> 

B 

× 

× 

7 
23 日 

(金) 

ボ ス ト ン  専用バス 午前：Leonard Florence Center for Living 

午後：B３C at MGH 

<ボストン泊> 

B 

× 

× 

8 
24 日 

(土) 

ボ ス ト ン 

ボ ス トン発 

フィラデルフィア着  

 

 

夕刻 

夜 

専用バス 

航空機 

 

夕刻：空路フィラデルフィアへ 

夜：着後ホテルへ 

<フィラデルフィア泊> 

B 

× 

× 

9 
25 日 

(日) 

フィラデルフィア   終日：フィラデルフィア建築自由視察 

 

<フィラデルフィア泊> 

B 

× 

× 

10 
26 日 

(月) 

フィラデルフィア  専用バス 午前：Penn State Hershey 

午後：Perelman 

夜：ホテル着後、夕食会 

<フィラデルフィア泊> 

B 

× 

D 

11 
27 日 

(火) 

フィラデルフィア発 

ニューヨーク着  

ニューヨーク発 

 

 

午後 

専用バス 

 

航空機 

バスにてニューヨークへ 

 

帰国の途へ 

<機内泊> 

B 

× 

機 

12 
28 日 

(水) 

東京 (成田 )着 午前  帰国到着 通関後解散 機

× 

× 

※諸般の事情により訪問先や日程変更の可能性があることをご承知おきください。 

本年度の海外視察は、米国東海岸とカナダのハミルトンの医療・介護施設を計画しています。優れた建物を長く使うサステナ

ブルな建築が環境問題と文化の点から進められようとしています。省資源などでは課題を抱えている米国ですが、質の高い建

物をきちんと維持管理し長く使うという文化やそれに対する社会の認知は伝統があり、医療・介護施設についても同様です。

そこでわれわれがこれからの人口減少社会において、準備しなければならない建物の増改築・改修と維持管理など参考となる

施設を視察したいと計画しました。是非、多くの方々のご参加を心よりお待ちしております。 

海外医療福祉建築研修 2011 
～研修計画のご案内～ 

 

ご案内 



海外医療福祉建築研修 2011 参加依頼書  

下記の個人情報を日本医療福祉建築協会が旅行手配会社である（株）JTB 法人東京第四事業部へ提供することに 

同意の上、以下の研修への参加を依頼します。 

FAX 送信先：03-3453-7573  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 行 2011年 月 日送信 

会 員 

企業様名 
 エントリー人数 

 

氏 名 
（男・女） 

生年月日 19 年 月 日生 

連絡先・郵送物 
□ 自 宅 
□ 勤務先 

ローマ字  

 
 

現 住 所 
 
 

〒   －    ふりがな 
都道 

府県 

TEL: E-mail: 

勤務先名 

所属部署 

役 職 名 

（日本語） ふ り が な： 
 
 勤務先名称： 
 
 所属部署： 役職名： 

（英語）英文名簿を作成します。会社名の他、部署名、役職の英文をご記入ください。 
 
 

勤 務 先 
所 在 地 

〒      － 

TEL: FAX: 

ご渡航中

の連絡先 
お名前： （続柄：        ） TEL： 

備 考 
た ば こ：□喫  煙    □禁 煙 

一人部屋：□希望する □希望しない（追加費用 91,000 円要） 

   

研修計画要項  研修参加依頼要項 

○日程：2011 年 9 月 17 日(土) 

～9 月 28 日(水)〔12 日間〕 

○訪問先：米国 

○参加費用 

参加者 15～19 名の場合 718,000 円 

参加者 20～25 名の場合 638,000 円 

○予定人員：15～25 名 
＊日程記載の視察先は都合により、変更になる事がありま
す。視察先変更に伴い、参加費用が変動する場合があります。 

＊「医業経営コンサルタント」継続研修：20 時間（予定） 

＊「建築ＣＰＤ」継続職能研修：20 時間（予定） 

 
○参加依頼方法 

上記『研修参加依頼書』にご記入の上、協会宛にファックスでお送りください。 

なお有効な旅券（パスポート）をお持ちの方は旅券のコピーも一緒に送信してください。 

エントリーされる方は別途専用のシートをご案内いたします。 

○参加依頼締切 2011 年 6 月 30 日（木） 

ただし 25 名を超えた時点で締切らせていただきます。 

※ 研修参加希望でありながら勤務先の決裁等のご都合で依頼が遅れる可能性
がある場合は、上記参加依頼書の備考欄にその旨をご記入ください。 

○参加資格 

日本医療福祉建築協会・日本医療福祉設備協会の会員及び紹介者に限る。 

○参加依頼締切後、当研修企画者である一般社団法人日本医療福祉建築協会は、旅
行取扱会社（株式会社 JTB 法人東京第四事業部）と受注型企画旅行契約を締結いた
します。 

契約締結後、株式会社 JTB 法人東京第四事業部より、〔旅行業約款・旅行条件書（研
修費用に含まれるもの・含まれないもの・取消料等）〕・旅行参加申込書・申込金の
案内ならびに『渡航手続の案内』を研修参加依頼者へお送りいたします。 

旅行取扱会社から送られた旅行条件内容等を熟読の上、手続きを進めていただきますようお
願いいたします。 

旅行取扱会社が受領した時点で、正式な研修申込みとなります。 

 

研修企画  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 
〒108-0014 東京都港区芝 5－26－20 建築会館 
電話：03-3453-9904  Fax：03-3453-7573 
E-mail：jiha＠mars.dti.ne.jp     

 


